
〇JR小松駅より徒歩15分、タクシー5分  
〇北陸自動車道小松Ｉ.Ｃより車で10分
〇バス「市役所前」又は「京町」下車、徒歩5分
※駐車場は、周辺の市営駐車場をご利用ください
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R e s o n a n c e  o f  B e a u t y  a n d  E l e g a n c e

小松市立宮本三郎美術館　企画展

宮本三郎《婦人座像》1961 年頃　油彩画　当館蔵

 〒923-0904
石川県小松市小馬出町5
☎0761-20-3600

宮本三郎 　陶磁器　当館蔵
1.《エイ D》制作年不詳（九谷光仙窯）2.《蛙》1954 年（九谷須田菁華窯）
3.《女神》1955 年　4.《裸婦群像》1954 年
5.《横向きの女性像》1955 年（大甕陶苑）6.《水差し》1954 年（大甕陶苑）
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開館時間／９:00 ～ 17:00（入館は16:30まで）
休  館  日／月曜日（祝日を除く）,
　　　　　9月17日火,9月24日火,
　　　　　10月15日火,11月5日火

3

入館料／一般300円
　　　（20名以上の団体250円）
　※高校生以下無料
　　※こまつミュージアム・パス対応
　  ※障がい者手帳等お持ちの方と介助者1名は無料
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○ミュージアムコンサート♪
ファゴット・アンサンブルのマチネ in 宮本三郎美術館
日時：10月19日（土）14：00～15：00
出演：ファゴット・アンサンブル ガレリア
定員：50名程度
場所：宮本三郎美術館 第1展示室
※申込不要　※当日入館券が必要

○絵付け体験と“やきもの”小話
企画展「宮本三郎のやきもの」を観覧した後、宮本三郎
も訪れた九谷焼窯元「九谷光仙窯」で絵付けを行います。
日程：11月10日（日）12：30～17：00
宮本三郎美術館 > 九谷光仙窯 > 美術館へ戻る〔バス移動〕
定員：30名程度
参加費：4,000円（別途、送料がかかる場合があります）
申込み：9月7日（土）より受付開始
宮本三郎美術館までお電話ください
※出来上がったやきものは､ご自宅へ発送（送料1,100円）
または美術館で引渡し

○3館合同ギャラリートーク
周辺の美術館･展示館と合同のギャラリートークです。
日時：10月27日（日）／ 11月13日（水）
10:00～  宮本三郎美術館 企画展1・2
11:00～ 本陣記念美術館 特別展　𠮷田美統の景色
14:00～  錦窯展示館 企画展　町家にたたずむ
※申込不要　※単館参加でも可
※当日入館券が必要（こまつミュージアム･パス対応）

○新聞紙アートに挑戦‼
ちぎって・まるめて・はりつけて
新聞紙で“いきもの”を作る工作イベントです。
日時：12月1日（日）9：00～16：00
講師：上出慎也（造形作家）
場所：宮本三郎ふるさと館前の松崎町公民館
参加費：500円
定員：20名
申込み：10月13日（日）より受付開始
宮本三郎美術館までお電話ください
※小学校3年生以下は保護者同伴
※昼食は持参してください

○学芸員によるギャラリートーク
日時：9月14日（土）11：00～12：00
※申込不要　※当日入館券が必要

○いしかわ文化の日　10月20日（日）
小松市では、文化施設の無料開放と、
音楽イベント「音さんぽ」を開催します。
出演：小松フィルハーモニック
場所：芦城公園周辺の文化施設
※詳細は小松市ホームページでご確認ください。

詳細は美術館ホームページでご確認ください。

イベント 観覧料
○　一　般　 300円（20名以上の団体250円）
※高校生以下無料　※小松市内在住65歳以上無料
※障がい者手帳等お持ちの方と介助者1名は無料
※いずれも証明できるものをご提示ください

○こまつミュージアム・パス
10日間券　500円　／　年間券　1,500円
宮本三郎美術館、本陣記念美術館、錦窯展示館
尾小屋鉱山資料館、勧進帳ものがたり館で利用できるパス

分館 :宮本三郎ふるさと館のご案内

宮本三郎の生誕地、小松市松崎町にある分館。
資料や愛用品を展示しています。宮本三郎の人となりや
故郷との交流について知ることができます。
〒923-0982　石川県小松市松崎町16-1　☎0761-43-3032
開館時間：9:00～17:00（入館は16：30まで）
休館日：月曜日（祝日を除く）、祝日の翌日
入館料：無料

10/20は
入館無料

周辺の美術館・展示館の展覧会のご案内
○特別展　人間国宝「釉裏金彩」𠮷田美統の景色
会場：本陣記念美術館
会期：2024年10月19日（土）～12月8日（日）会期中無休

○企画展　町家にたたずむ
会場：錦窯展示館
会期：2024年10月19日（土）～12月8日（日）水曜日休館

要申込

要申込

〒923-0904　石川県小松市小馬出町5　☎0761-20-3600
開館時間：9:00～17:00（入館は16：30まで）
休館日：月曜日（祝日を除く）､祝日の翌日
〇JR小松駅より徒歩15分、タクシー5分  
〇北陸自動車道小松Ｉ.Ｃより車で10分
〇バス「市役所前」又は「京町」下車、徒歩5分
※駐車場は、周辺の市駐車場をご利用ください

1950年代後半、宮本三郎は茨城県の大甕陶苑や石川県の九谷焼
窯元でやきものを制作しました｡また洋食器メーカーからの依頼
を受け、洋絵具を使った絵付けにも挑戦しました。本展では、
当館所蔵のやきもの作品を多数紹介するとともに、宮本三郎の
やきものと絵画の関係について深めていきます｡

Ceram
ics by M

IYA
M

O
TO

 Saburo

宮
本
三
郎
の
や
き
も
の

第２展示室

上から
《絵皿「腰かける二人像」》制作年不詳、当館蔵（鳴海製陶）
《絵皿「花飾りの娘」》制作年不詳、当館蔵（大倉陶園）
《小壺「裸婦」》1954 年、当館蔵（大甕陶苑）

九谷須田菁華窯で作られた
　　　　　　　宮本三郎の絵皿
《蜻蛉》須田菁華窯蔵
《闘牛士》《裸婦》個人蔵

特別展示

花と女性は、宮本三郎（1905-1974）が生涯を通じて描き続けたモチーフです｡
季節ごとの花々や、女優、踊子といった女性たちの姿をその時代の流行を取り入
れて生き生きと描きました。本展では､初期から晩年までの作品を通覧します。
ふたつのモチーフが響きあう宮本三郎の絵画世界をお楽しみください｡
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宮本三郎《水浴》
素描、1970年、

個人蔵

《薔薇など》油彩画、1941 年、当館蔵 《窓辺の女》油彩画、1945~1948 年頃、当館蔵
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第 1展示室

https://komatsu-museum.jp/miyamoto/


